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マイナンバーカー ドと運転免許証の一体化 (マイナ免許証)の制度が 3月 24
日から開始 されます。

3種の形態から選択可能

希望に応 じ、免許証のみを所持するほか、免許情報が記録 されたマイナン

バーカー ド (マイナ免許証)のみを所持することも、マイナ免許証 と免許証
の両方を所持することも可能です。

マイナ免許証のメリット

ア 住所変更が便利に (ワンストップサービス )
氏名、住所又は生年月日の変更が自治体に届けるだけで完了。

交通センターなどでの変更手続きが不要になります。

イ オンライン更新時講習が受講可能
マイナポータルとの連携で、オンラインでの更新時講習の受講が可能に

なります。 (ただし、憾 運転者講習、一般運転者議 の方が対象 )

ウ 住所地以外での更新が迅速化
住所地以外の免許センターで行うことができる免許証の更新手続 (経由

地更新)が迅速化されます。_饉整麹璽墾童二三1盤運:壺壁塵塑≧左が対象)
工 更新手数料等が安く
マイナ免許証は従来の免許証に比べて更新手数料等が安くなります。

マイナ免許証のみ
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※ 次回更新の際は.是非検討下さい。
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有田湯浅

警察署

TEL

64-0110

箕島駅前交番

作成者

森 優也

です。

分庁舎 (旧有日警察署)に御用件がある方に
つきましても,上記電話番号におかけくださ
い。

本署で御用件を何つたうえで。担当者にお難

07 37-64口 ‐0110

ぎします。

『サイ′ヾ―セキュリティ月間』の
実施∫こつしヽて

毎年 2月 1日 から3月 18日 までは「サイバーセキユリ

ティ月間」です。

買い物ではスマホのキャッシュレス決済、仕事ではリモー ト、会

議でもオンライン、学校教育の場では 1人 1台のタブレットといった

ように、インターネットは私たちの日常生活に深く浸透 しています。

インターネットは非常に便利な反面、様々な危険が潜んでいます。

この機会に、サイバーセキュリティや正 しいインターネットの利

用について考えてみましょう !

有田湯浅警察署では、防災無線により特殊詐欺事件の警戒広報等実施することがあります。ご協力お願いします !!
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有囲湯浅警察からのおけらせ

有田湯浅警察署の代表電話番号は.
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特 殊 詐 欺 に 注 意 !

あわてず、あせらず、まず確認|

特殊:「欺被害防止専用フリ嗅ダイヤル
「
ちよつと確:‖電話1

0120‐ 508‐ 878
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